
 

 

◇ 金 田 憲 治 ◇ 

○議長（村松  積） 次に、３番、金田憲治君、質問を許します。登壇願います。 

３番、金田憲治君。 

○３番（金田 憲治） ３番、金田憲治です。 

通告に基づきまして２つの質問をし、村長のお考えをお伺いしたいと思います。 

まず最初に、村は大規模災害に対応すべく、防災無線や防災倉庫等整備されてまいりま

した。今年の１１月１日づけの広報にも大きく取り上げられまして、村民に周知されたと

ころでございます。 

本年１０月２０日からの豪雤災害は、鹿児島県奄美地方で２４時間雤量６４７ミリの観

測史上最多の雤量となりました。これは下條村の年間雤量の約４０％に相当するという、

驚くべき雤量でございます。これが短期間に降ったということでございまして、土砂崩れ

などにより、大きな被害を受け、この地方は台風が多く通過するという地方でございまし

て、十分の対策がとられていたにもかかわらず、電話回線が寸断、それから携帯電話も通

じないなど、その情報インフラの崩壊が見られました。このことは予想をはるかに超える

災害を否定できないということであろうかと思います。 

整備されてまいられました情報インフラ、それから避難所、備蓄等に問題がないかどう

かお伺いをするとともに、最近親田の西部地区の公民館が太陽光発電の機器を設置された

ということを伺いました。これに関しては、村も補助をされたようです。 

災害時生活インフラに支障がきたしているときに電源が得られる、こういう防災上本当

に有効な対応と思われますので、大いに推進をしていただきたいと思いますが、地元負担

が相当の金額になる、こういうことでございます。推進していくためには大きな障害とな

りますので、設置しやすいような支援に取り組んでいただきたいと思いますが、村長のお

考えをお伺いします。 

次に、地域経済の活性化に向けた取り組みについてお伺いいたします。 

２００８年のリーマン・ショック後の世界経済は、日本にも大きな不況を強いられ、日

本丸も大波にさらわれています。国・県の度重なる経済対策にもかかわらず、本年になっ

ての円高は景気回復にブレーキをかけております。 

大学生の就職内定率は、厚生労働省及び文部科学省の発表によりますと、１１月現在５



 

 

６.７％と過去最悪の状況ですし、飯田信用金庫が出している飯伊地区の産業経済動向の

景況は、製造業をはじめ多くの分野においても厳しい状況となっております。このような

状況は、今日村長のあいさつにもありましたように認識されると思いますが、私は今や地

域経済を活性化するためにカンフル剤的な事業を出すことが大事じゃないかと思ってお

ります。 

そこで２点ほどお聞きいたします。 

まず、第１点目でございますが、国は２０１０年度の補正予算が成立し、５兆９００億

円の経済対策を年内にも実行すると新聞報道されております。前年度の地域活性化に向け

た臨時交付金の中に、公共建築物のトイレ改修など、地元業者が受注できたような工事や

それから雇用拡大に向けた事業等村民にとって生活が潤う事業がありましたが、今年度の

補正予算の中にあれば積極的に取り入れていただきたいと思いますが、あるかどうかお伺

いをしたいと思います。 

２点目ですが、私は来年度の予算編成に向けた取り組みの中に、地域の活性化を願うも

のです。来年度の予算編成にあたって検討されている事業があるかお伺いをしたいと思い

ます。 

私は、その１つの提案といたしまして、宮嶋議員が質問した住宅の新築や改修に対して

の助成金について、私も地域活性化の事業になると考えております。 

ただいま、村長の答弁の中では、全体のいろいろな施策を通じて村をボトムアップして

いくことが、そういう１つの局所的なものよりもずっと効果あるんだという答弁を今いた

だいたところでございますが、先ほど耐震の関係で積極的に進められると、こういうよう

なお話しをお伺いしたとこでございます。 

今のその耐震も、耐震とそれからもう１つ高齢者だとかまたは障害者だとか、こういう

のもいくらかは補助はあるんですが、そういうような生活しやすいようなひとつのものも

加えていただければ、こういう点でさらに進んでいくのかなというように感じております。

そんなところで積極的に取り組んでいただきたいことを申し上げまして、私の質問といた

します。 

○議長（村松  積） 伊藤村長、答弁願います。 

伊藤村長。 



 

 

○村長（伊藤 喜平） 金田議員の質問にお答えします。 

最初に防災対策についてでございます。 

今、防災対策というのは、下條村も一生懸命やっておるつもりでございまして、防災対

策は大丈夫かというような質問に対して、何を基準に大丈夫か、大丈夫でないかというこ

ともこれは非常に基準にするべきものが非常に今のこの異常気象の中で、今２４時間で６

０何センチも雤が降ったと、奄美地方そうでございますけれども、こんなことは考えられ

ないことでございますけれども、これを対象にどうだということにするのか、それとも今

平均的といったって、平均的が突発的になり、そして異常が正常になるというこの気象変

動があるわけでございますし、このごろまたハリケーンの問題も出てきて、何を対象に大

丈夫かということはこれ非常に出しにくいわけでございます。 

１つ私この問題を見ておって感じたことは、昔小泉純一郎さんが、中東のイラクに対す

る派兵の問題について、「日本はあまりにもエコノミックアニマルじゃないか」と。「ちょ

っとも国際的な平和に貢献しないじゃないか」ということで、平和憲法の下で苦肉の策と

してイラクに後方支援ということで自衛隊を送り込んだわけでございます。長期間おった

んですけれども、１人も死傷者もなくて無事帰ってきてこれありがたかったということと、

国際的にも高い評価を得ておるわけでございます。 

今、グローバルスタンダードの時代でございまして、日本だけがこれは駄目だあれは駄

目だということだけを言える時代でなかったときにいいことだったなと、結果的にもいい

ことだったなと思っております。 

その時に当然この自衛隊が派遣することについて、当時が自民党が勢いのいい時分でご

ざいましたけれども、野党の方から「戦闘地域と非戦闘地域はどこで区別するんだ」とい

う質問をしたら、私はテレビで瞬間的に見たんですけれども、瞬間的というかテレビでダ

イジェストでやっておりましたけれども、「そんな戦闘地域、非戦闘地域を線を引くなん

ていうことはできるはずがねえじゃないか」と。「こんなことができるくらいなら戦争は

起きない」と。「戦争というのはお互いに戦略もあり戦術もある。その中でいろいろ変化

する場合は、ここが戦闘地域でありここが非戦闘地域であった場合に必要とあらばここが

戦闘地域になるじゃないかと、そんなこと聞く方がおかしい」なんて息巻いたんですけれ

ども、これは答弁の解釈のしようにより重大発言で、これは危ないことを言ったなと思う



 

 

んですけれども、あの時分の小泉さんは非常に勢いがあったわけでございまして全然問題

にならなかったわけでございますけれども、今勢いのない皆さんが大勢おるわけでござい

ますので、ちょっと言うとすぐ引っかかって大騒ぎするわけでございますけれども、そん

なもんでございまして、常に備えなければいけない、最大の最善を尽くす以外にはないの

かなということで今考えております。 

最善を尽くしておるのかということでございますけれども、防災関係については平成７

年に大きな県の防災訓練をやっていただきました。池田副知事も直々に来ていただいて終

日おっていただいたわけでございますけれども、これは県警だとか自衛隊だとか、それか

ら消防本部、それから中電、ＮＴＴ、ありとあらゆる層が来て、ヘリコプター三基にヘリ

コプターの基地を作って大々的にやって、村民も度肝を抜かれたわけでございます。 

自衛隊も炊き出し隊がおりまして、そして瞬時に大量の飯を炊いておむすびにして配っ

ておるようなことも訓練したわけでございます。 

それからずっといろいろな機会あるごとに、医師会を中心とした地域包括医療を中心と

して、それじゃ人的災害が起きたときにはどういう処置をするかということ。広いとこに

病人を全部並べて、そしてトリアージ方式ということで重傷の人は赤い札だとか、軽傷の

人は何だとかいろいろに分けて識別できて、それを救急車で搬送する場合にはその色の密

度の高い者から避難するんだというようなトリアージ方式なんていうのも私は習いまし

たし、それからも何回も何回もヘリコプター避難なんかもいろいろやって多くの村民の皆

さんにも参加していただいておるところでございます。 

今、お話しがありましたように、防災行政無線、これ２１年度に１億１，６００万円か

けてデジタル化をいたしました。これは切断したときにどうなるかということでございま

すけれども、本局と２７の局との双方通信が可能となり、情報の収集ができるということ

でございます。それと同時に、私どもは宇宙衛星携帯というのは７個入れました。これは

飯田市でも７個あるか８個あるかわかりませんけれども、非常に高いということと維持費

がかかるということ。 

それからどんな事態になっても宇宙を通しての連絡でございますので、各消防、分団に

１つ、それから団長宅に１つ、役場に１つという形でやっておるわけでございますけれど

も。 



 

 

議員の皆さんも山古志行ったときに一番山古志村、あれらはもう山が動いて川を防いで

ダムになってしまうという、あれはもう防ぎようもないわけで、ちっとばか河川改修した

りのことでできるわけでなしに、山古志村全体がぐらぐらに動いてしまったというところ

を私どもは現地を見に行って良かったなと思っております。 

あそこで聞いてみると、一番困ったのが孤立して連絡が外と取れないということ。そし

て歩いて行こうにしても、これはもう混線してしまう。それから容量がパンクになってし

まう。それからタワーも倒れてしまうということで、さあ外へ出ようにしても道という道

は全部いかれてしまって大変だったということを聞いて、宇宙携帯も計画したわけでござ

いますし、もう１つは下水道が１年の余たっておるんだけれど、下水道がほとんど改修し

てない、これやり直しだということでございますけれども、下條村は幸か不幸か合併処理

浄化槽ということで、管距離が非常に短いわけでございまして、当然被害を被ってもそこ

だけ直せばという、そういう意味では良かったなと思っております。 

そんなことで電話やっておるし、避難所も小中学校はじめ各地区の集会所などで４０カ

所指定しております。 

要援護者の避難所も３カ所してあり、このくらいで十分かなということと、それを周知

徹底するということがまず大事でございまして、宝の持ち腐れになってしまっては困るわ

けでございますので、そんなこともやっておるところでございます。 

奄美の話もありましたけれども、６４７ミリ、一日に。６４センチも雤量があるなんて

いうことになると、これもうどうしようもないわけでございまして、それもなきにしもあ

らず。 

この前岡谷でありました。ほかのところはそんなに降ってないんですけれども、局地的

にゲリラ降雤がありまして、あれは川でないところに川ができ、そして６～７名の人命も

失われたわけでございまして、そういう異常気象が正常気象になるというこの境目でござ

いますので、いろいろの場面、そしてケースバイケースで対応していかなければと思って

おります。 

それから西部地区、これは私も勉強してみました。 

実態はこうでございます。いい、悪いは別にしても、西部地区である程度の基金がある

と。そうしたらこれを基金として持っておってもどうしようもないじゃないかと。それで



 

 

売電の意味であの集会所の屋根につけていいかということのお話しでありました。「結構

ですよ」ということで、当然定められた補助金でやったわけでございます。 

今、売電も２４円が４８円になりました。ところが最近になってこの４８円で買ってお

ったらなかなかコストが高くついちゃってということで、これまたいくらか見直しがあり

そうな気がいたしますし、今金になるもんなら政府はいくらでも飛びつくわけでございま

すので、そんなに遠くないときにまたいくらか値下げの方向にいくのかなということと、

これは壊れ具合によりますけれども、あれは確かにいいと思うんですけれども、今度はそ

れで不時に備えるということになると、バッテリーがいるわけでございます。バッテリー

も聞いてびっくりしたんですけれども、鉛電池の一番安いので１ｋｗあたり２０万円から

高級になりますと４００万円、１ｋｗあたり。これじゃ話にならんわけでございまして、

鉛電池というのは当然寿命があるわけでございまして、あれは３年か４年でだいたい終わ

りになります。リチウムも含めてこれも当然寿命があるわけでございますけれども、例え

ば１ｋｗで２０万円ということになると５ｋｗだと１００万円でございます。これをまた

さらにつけて備えておくと。これはちょっと問題があろうかと思いますので、これはその

時にはジェネレーター、発電機の方がまるで効率がいいのかなと思って考えております。 

そういうことで、１つのケースとしては、あれはこの売電、要するに売電を主体として

やったということをご理解いただきたいと思います。 

それから今回の国の補正予算の話がございました。試算が先日示されましたけれども、

下條村はきめ細やかな交付金で４，０９８万円、住民生活に光をそそぐ交付金で９７３万

円、合計５，０７１万円ですが、詳細についてはまだ総務省から示されていないので、そ

の使途については明確にできないということでございます。 

以前の政権だったらだいたい内示があればだいたいそこへ行き着くんですけれども、な

かなか今回の政権というのは揺れがひどいわけでございまして、ゴーンと上げてみたり下

げてみたりなかなか戸惑っておるわけでありますけれども、こうした一番困ったときに早

くその方向性を出して、そして実際の消費する末端の自治体にこれで間違いからやってく

ださいと、こういう敏捷性が少しもないということは、これは。そしてまたねじれ国会で

もああだこうだ、今度はあいつの首を取ってやるぞ、今度はあいつを引きずり出してやる

ぞなんていうようなことばっかやっておるんですけれども、それはそれで大いにやってい



 

 

ただいて、本当の意味での困っておる国民の目線に対して、国が「頑張れよ」というもの

を出さなければ全然駄目なわけでございますけれども、あまり批判してばっかおってもい

けないわけでございますけれども。 

急に出されたって対応ができるわけでないわけでございまして、今度は対応しておった

ら向こういってしまったというようなことがこんなことが折々あっては困るわけでござ

いますので、何とか早くスッキリしてもらいたいなと思っております。 

今年度も商品券の補助やそれから瞬間風速で何か対策をやるということ。今トイレなん

かの問題もありました。トイレも今だいたいもうやって小学校も済み、村民グラウンドも

済み、だいたいは公共の中でこれから何をするかということになると、何でも使えばいい

という問題じゃないわけでございまして、今度の予算については若干繰り越しストックも

してもいいということでございますので、その中でまただんだん考えていくことがいいと

思います。 

来年度予算で新たな経済活性化対策に取り組む予定はないかということでございます

けれども、私も活性化ということになると村で９８％くらい活性化のためにすべてをやっ

ておるわけでございまして、予算もこれは活性化の予算ということ、これは絶対ないわけ

でございまして、全体の中でリンクしながらだんだんと上げていくのが活性化でございま

す。 

例えば行政のスリム化、これ何にも体制にならんじゃないかというの、スリム化して無

駄な人件費を浮かして、それをストックしておいて、必要とあらば必要のあるときに放出

すると。いくらでもあるわけでございます。合併処理槽もそうでございますけれども、本

来であれば４５億円いったわけでございます。４５億円に２２億５千万円の金利がつくわ

けでございますので、６０何億円本来ならばいったわけでございますけれども、こんなば

かなことをしておっては駄目だよということで、合併処理浄化槽にいたしました。これ災

害に非常に強いし、それから布設マップを作るときも６０％集まらんでもそのできるとこ

から大いにやっていく。 

維持管理はほとんど補助金を相当出しておるわけでございますので、使用する方も非常

に助かっておると同時に、私どもも大変な金は出さずに今の時期は合併処理浄化槽全国大

会なんていうのがあります。行くと必ず良い例として長野県下條村といって同じそのスラ



 

 

イドやってこうだと言うんですけれども、「おえ何とかもうちょっとほかのとこやってく

れ」と言うんですけれども、非常に良い例としてやっております。それにはきちっと厚生

省の何とかいうえらい人も来てやっておるわけでございますけれども、これも良かったな

と思っております。 

そして無駄な金を省けばこっちにストックができるわけでございますので、このストッ

クで今言うように老人対策だとかそれから子育て支援だとか、こういうことをやれば内需

喚起になってまた活性化になるわけでございますし、ここに直接ぶち込んで効くというの

は今ほとんどないかと思いますし、あればどこの市町村でやると思いますけれども、私ど

もは即効くということも大事でございますけれども、じわじわじわっともう底堅く効いて

くるという活性化対策をこれからも目指していくと同時に、どうしてもおいしい仕事があ

ればそれに飛びつくことはやぶさかでないわけでございますので、そんなことでご理解い

ただければと思っております。 

以上で答弁を終わらせていただきます。 

○議長（村松  積） ３番、金田憲治君、再質問ありましたら。 

３番、金田憲治君。 

○３番（金田 憲治） ３番、金田憲治です。今、細かいお話しをいただきまして、全体でボト

ムアップをしていくんだと、こういうことで理解をしたとこでございます。 

来年の中で、耐震の方を十分中心的にやっていくというご答弁ありましたんですが、そ

こにちょっと先ほど質問の中に加えたんですが、高齢者だとかまたは障害者、こういうよ

うなものは確かに補助はこの県だとかそういうようなところでこういうふうにあるんで

すが、さらにそれを進めるような支援をするようなそういうようなもの。 

実はその個人資産に対しても、その従来国は個人資産に対してなかなか否定的な考えだ

ったんですが、このごろやっぱり特化して例えば環境だとか、それから福祉だとか、また

は文化、こんなようなところは必ずしも個人資産じゃなくて住宅が持っている公共性とい

うようなものに着眼して補助を出し始めてきているという。いくらかやっぱり方向性とす

ればそういうところが出てきたのかなと、私なりにそういうふうに感じているわけでござ

います。 

そういう点からすると、全部をというなかなかこれはいかないかも知れませんが、さっ



 

 

き言った耐震だとか、またはその高齢者だとか、そういうような弱者に対してのまたは生

活の危機感、そういうものに対しての物の補助というものを拡大をしていただければとこ

ういうように思うところですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（村松  積） 伊藤村長。 

○村長（伊藤 喜平） これからの国の方向ということになると、甘い推測ではできないと私は

思いますし、そんな甘いばらまきをまだやっておるようだったらこれはもう日本列島の危

機でございます。 

私がいつも言っておるように、当初予算、１年間の予算は９２兆、当初予算は。これが

９６兆円くらいになるんですけれども、その中の税収として４割弱しか集まらない。そし

て６割をまた借金に頼っておるという、こんなことをいつまでもいつまでもやること自体

がおかしいわけでございます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

ただ、今言うようにその環境分野等においては一生懸命出しておると思いますけれども、

１つの方向としては耐震、今６０万円だな、上限が６０万円ですけれども、これが若干増

やす。これは安全安心ということで、若干増やす可能性があるのかなということになると

また対応の仕方が違ってくるわけでございます。 

特に高齢者住宅においても、非常にいくつもの細かい手立てはしております。その中で

これまた耐震、そういう家庭というのは割と耐震に引っかかりやすい家庭であろうかと思

いますので、そういうのをうまく組み合わせながらやっていけば問題はない。問題という

か問題はないように。 

そしてまたどうしてもということになりゃ今度もそうでございますけれども、足のない

本当の交通弱者に対しては、タクシー券も今までの倍を予算計上したわけでございます。

今までの倍の手当てをするということで、弱者の皆さんに対しては徹底的に今やっておる。

徹底というかどこまで徹底だという問題がありますけれども、相当ほかの町村に負けない、

別にしのぎを削っておるわけじゃないんですけれども、私どもはやっておるつもりでござ

いますので、そういうものをいろいろ組み合わせしながらまたそこで知恵を出してやる以

外にはないのかなと思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（村松  積） ３番、金田憲治君。 

○３番（金田 憲治） 今、その中で進めるにあたって、今例えば耐震だと６０万円という額が



 

 

今の県とそれから村で３０万円ずつだったと思いますが、出しているわけなんですが、さ

らにそれを推進するために若干村はその３０万円をプラスアルファしていく、そういうお

考えはあるかどうか、その辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（村松  積） 伊藤村長。 

○村長（伊藤 喜平） 今も言ったように、国の動向を見定めながらやっていくということでご

ざいますので、間もなく国の方向は出ると思う。そこでまた考えるということでございま

して、軽々にその交付金の使途ということについては私どももフレキシブルの中で慎重に

やっていくと、こういうことをさっき冒頭に申したと思いますけれども、その姿勢でやっ

ていくということでご理解いただきたいと思います。 

 


